
公共施設におけるソーラーカーポート導入の効果について

（＠8月27日 京都府「ソーラーカーポート導入セミナー）
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１．写真で見るソーラーカーポート導入実績
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東体育館 約14kW（蓄電池16kWh）

【東体育館ソーラーカーポート】
〇発電した電気は東体育館へ供給
〇土木課などの緊急車両置き場として使用
〇もともと5マスのところに4マス分を設置

注意：国庫補助金使用



１．写真で見るソーラーカーポート導入実績
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東舞鶴公園 約45kW（蓄電池81kWh）

【東舞鶴公園ソーラーカーポート】
〇発電した電気は蓄電池に溜め、主にナイター設備（グラウンド・テニスコート）の夜間照明に使用
〇駐車マスは1減
注意：国庫補助金使用



２．数値で見るソーラーカーポート導入実績
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項目 実績 従量料金（関西電力高圧AS）
その他季節 17円/kWh

施設稼働率
実績÷（kW×24時間365日）

太陽光発電量（令和4年度実績） 13,009kWh 221,153円 10.6％

太陽光発電量（令和7年度実績）
※パワコン・蓄電池に異常発生

6,108kWh 103,836円 5.0％

そのほかの削減できる電気料金
・再エネ賦課金 ：4.18円/kWh【特別高圧・高圧・低圧関係なく負担している電気料金】
・（市場価格調整費）：現在は0円kWh前後。電気市場の単価上昇があればプラス（電気代上昇）
・（燃料調整費） ：現在はマイナス。燃料高騰あればプラス（電気代上昇）
・（基本料金） ：デマンド値（瞬間的に必要な電力量）が下がれば1911.8円/kWh

POINT１ 異状なく発電させることが重要。監視を怠らないように。
POINT２ 日陰にならないことが重要。東体育館は庁舎の影となり日陰に入る時間がある。

※舞鶴市内で日陰にならないような施設での施設稼働率は経験的に約11%～12%。
日本海側でこの程度。一般的には13～14%。発電量は冬以外が大半。

電気料金削減の考え方（高圧受電）



３．導入にあたっての注意事項
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京都府は南北に広いため、建築確認申請の条件が地域によって大きく異なる。特に積雪量は注意。



３．導入にあたっての注意事項
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京都府は南北に広いため、建築確認申請の条件が地域によって大きく異なる。

〇中丹地域内の垂直積雪深は0.5ｍ～1.1ｍ
舞鶴市内は一律0.9ｍ。

〇北部は積雪深が1ｍ程度あるため、
積雪量に対応するカーポートは、
基本的に前後に柱が入ったタイプになる。

〇片側支持は0.5ｍ前後。
京都府の場合南部では使用可能。

〇（建築確認申請ではないですが…）
舞鶴特有の「塩害対応」



３．導入にあたっての注意事項
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どんな電力を賄うか
東体育館は照明とコンセントの電源として活用。空調等の動力の電源としては使用していない。

太陽光発電（カーポート） 発電の特徴
⇒日変化：基本的に昼間出力が最大。（図１）
年変化：夏至ごろに最大、冬至ごろに最小。

特に冬の日本海側は夏と比較して数分の一に発電量が減少（図２）
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３．導入にあたっての注意事項
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どんな電力を賄うか
東体育館は照明とコンセントの電源として活用。空調等の動力の電源としては使用していない。

太陽光発電（カーポート） 発電の特徴
⇒日変化：基本的に昼間出力が最大。
年変化：夏至ごろに最大、冬至ごろに最小。

特に冬の日本海側は夏と比較して数分の一に発電量が減少

発電の特徴を踏まえて・・・
〇照明やオフィスのコンセント
〇おひさまエコキュート（給湯）
〇業務用冷蔵庫・冷凍庫

など、どんな電気を賄うかの検討が必要。

【Hint】再エネコンシェルジュ、省エネ診断



４．そのほかのお声
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【現場職員の声】
⚫冬の朝霜が降りていなくてすぐ出発できる。
⚫雪の日も積雪がほぼゼロのため、雪を下ろさなくていい。
⚫（少しだけ）夏の車内温度が低い。

【カーポートがない施設からの声】
⚫車両から荷物を下ろす際に濡れなくて済む。
（主にこども園・子ども関連施設からの声）



５．最後に
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ソーラーカーポート設置のメリット
〇適切な電気負荷を賄うことで、導入費用に見合う電気代を削減できる。
〇（特定事業者の場合）再エネを使用していることを報告できる。
〇屋根があることのメリットは意外と多い。

ソーラーカーポート設置時の検討事項
〇適切な駐車台数を確保できるか。 ←片側支持カーポート
〇今いる職員で維持管理（監視）ができるか。
〇（発電量が多い場合）電気主任技術者、電気保安点検の義務
〇消防法令・条例との整合（建築物。建築確認申請だけではない。）
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